北海道インターナショナル・トライリンガル幼稚舎
緊急時等対応マニュアル
北海道インターナショナル・トライリンガル幼稚舎防災委員会組織
	担　当
	役　職
	役　　　　割

	本部長
	園長
	災害時の対応について個々の役割分担を明確にし、災害時に本部を設置し、災害活動に従事することを指示する。

	副本部長
	副園長
	本部長を補佐し、災害活動が迅速かつ適切に行えるように連絡調整を行う。

	情報連絡担当
	常勤事務
	保護者からの問い合わせに対応するとともに、情報を的確に把握し、副本部長に報告する。

	救護・衛生担当
	副園長
	救急体制を整備するとともに、再学事に応急手当等の対応にあたる。


〇園児の怪我　
　園内でのけが発生　

＊病院搬送の場合（１１９番）：

・「神楽岡６条６丁目２－２北海道インターナショナル・トライリンガル幼稚舎です。救急車をお願い致します。電話番号０１６６－６７－２５００です。」

いつ、どこで、だれが、どうしたかを簡潔に伝える

・病院へは出来るだけ保護者の立会いを依頼する。
　　　　　　　↓

・園長、副園長へ詳細を報告
　　　　　　　↓

・園長、又は副園長から保護者への詳細報告
　　　　　↓

・職員全体への伝達：事故発生の原因を分析、考察し、環境、保育内容の改善点をあげ、同様事故の回避方策を検討する。
　園外での事故発生　
· １１９番通報、幼稚舎への連絡（即時）
　　　　　↓

· 事故現場の指示者決定（園長）
　　　　　↓

· 救急車要請の場合は到着まで被害園児への応急手当の処置
　　　　　↓

· 救急車へは職員が同乗
　　　　　↓

· 現場への応援職員派遣、残された園児の対応
　　　　　↓

· 事故についての保護者への報告
〇火災　
　火災発生　
発生直後：　　　・「落ち着いて」の一言で幼児を落ち着かせる
・発見者はあわてずに大声で周囲に知らせる

園長・副園長　　　　　　　　　　　　　　　担当保育士
· １１９番通報　　　　　　　　　　　　　・すぐに近くの園児を集める
　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

· 火気の元栓閉鎖　　　　　　　　　　　　・園児を外へ誘導する
　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

· 非難援助　　　　　　　　　　　　　　　・園児を安全な場所で整列させる
　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

· 現場確認　　　　　　　　　　　　　　　・人数を確認する
　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 残留者の確認
　　↓

· 保護者へ連絡　　　　　　　　　　　　　

※火災の場合の持ち出し品※
・出席簿　　　・非常時連絡簿　　・救急品　　　・携帯電話

〇地震
　大地震発生　
発生直後：　・「落ち着いて」の一言で幼児を落ち着かせる。
　　　　　　・幼児が机の下にもぐる、座布団などで頭部を覆うなど、身の安全を確保する手伝い。
　　　　　　・割れたガラスをふんだり、破損物につまずいたりしないよう喚起を促す。
　　　　　　　　　　↓

避難口を確保：揺れの具合を見て、ドアや窓を少し開け、逃げ道を確保。
　　　　　　　　　　↓
揺れが収まる：火の始末、漏電の点検
　　　　　　　　　　↓
＊園舎に留まる場合　　　　　　　　　　＊避難する場合
保護者に連絡（園長・副園長）　　　　保護者に避難先を連絡（園長・副園長）
　　　　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
保護者に引き渡し　　　　　　　　　　　　　園バスにて避難先に移動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者に引き渡し　　　

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０２２年４月１日より履行
園長・副園長


・保護者へ連絡


　　　　　↓


・怪我の状況を説明し、受信の承諾をとる


　　　　　↓


・希望の医療施設の有無を確認





担当保育士


・応急手当の処置


　　　　　↓


・怪我をした幼児、周囲の幼児を落ち着かせる。


　　　　　↓


・救急車の要請を上長と相談をし、速やかに判断　
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